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第21号のメニュー

【ごあいさつ】

【耳より情報6】

いろいろあるぞ！国際交流基金の日本での研修
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

国際交流基金は日本に二つの研修センターを持っています。ひとつは

みなさんもうよくご存知でしょう、埼玉県の北浦和にある日本語国際セ

ンターです。もうひとつは大阪、関西国際空港の対岸に位置する、関西

国際センターで、わたし（三浦）が勤務する研修施設です。

これら二つのセンターでは、毎年12月1日を締め切りとして、世界

中から研修参加者を公募します。今年もそろそろその季節がやってきま

した。

で、21号では、みなさんに関係ありそうな、主なプログラムの紹介を

してみようと思います。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
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●●●いろいろあるぞ！国際交流基金の日本での研修●●●

国際交流基金の研修プログラムは、日本語の教師対象のものと、学習

者対象のものの二つに分けられます。教師対象のものは主に北浦和の日

本語国際センター、学習者対象のものが主に大阪の関西国際センターで

行われています。ではまず教師対象のものからご紹介します。

１．日本語教育指導者養成プログラム（修士課程1年）

　日本語国際センターと国立国語研究所、政策研究大学院大学が協力し

て、1年間で日本語教育の修士号を付与するプログラムです。通常2年

程度かかる修士課程を1年で行うものなので、研修内容はかなりハード

なものです。しかし大変高度で実践的なプログラムが組まれており、ま

た諸外国から優秀な日本語教師が集まるので、世界にネットワークを築

くことも可能です。日本語教育に関する重要な専門知識の習得のほかに、

自ら選んだテーマに関する論文の提出が求められます。

　ブラジルからはすでに3名の修了生がいます。ブラジル日本語センタ

ーの松酒クリスチーナさんと、このメルマガの翻訳を担当している、当

センターの遠藤麻樹です。文協日本語講座のアレッシャンドレ・モラエ

スさんも、今年無事修了しました。関心のある方は、これら先輩に様子

を聞いてみるといいと思います。　

２．海外日本語教師上級研修（2ヶ月）

　昨年度から新たに始まった、過去に基金の教師研修を受講した経験の

ある教師を対象にした2ヶ月の研修です。知識を与えてもらうという、

受け身のものではなく、自ら設定した課題に対し、授業や個人指導、担

当講師やほかの参加者との議論などを通して研究活動を進める研修で

す。高い問題意識を持った、指導的立場の教師にぴったりの研修ですが、

帰国後にも継続して研究を続けることが期待されています。昨年度はブ

ラジルから、ブラジリア大学のAlice Tamie Jokoさんが参加しました。

３．海外日本語教師長期研修（6ヶ月）

４．海外日本語教師短期研修（2ヶ月）

５．在外邦人日本語教師研修（1ヶ月）

　これら三つの教師研修はブラジルではおなじみのものです。長期は35

歳までの経験の浅い若手教師を、短期は経験2年以上で55歳以下の教

師を対象にしています。いずれも日本語運用能力の向上と日本語教授法

の研修が中心となりますが、実際に日本の生活や最近の日本事情に触れ

るためのプログラムも用意されています。

　海外に長年滞在している日本人日本語教師を対象にした在外邦人日

本語研修は、日本語教授法の研修が中心になります。ほかに在外邦人と

して抱えている問題の解決方法や、母語話者教師としての役割などにつ

いても、参加者同士の交流を通じて考えます。

６．日本語教育フェローシップ

　日本語学習教材の開発やカリキュラムの策定に携わっている教師が、

一定期間来日し、日本国内の協力者の指導を受けながら研究、調査をす

る必要があるとき、それを支援するためのプログラムです。昨年はブラ

ジリア大学の根川幸男さんが、文化教材の開発のために参加しました。

次に、日本語学習者対象で、大阪の関西国際センターが行う研修には

次のようなものがあります。

１．研究者・大学院生日本語研修（2ヶ月、4ヶ月、8ヶ月）

　海外の大学等研究機関の研究者や大学院生に対し、調査研究を目的と

する専門的な日本語の研修を行うものです。社会科学または人文科学分

野で日本関連のテーマを研究する人を対象としています。2ヶ月コース

は主に一般的な日本語運用能力、4ヶ月コースは研究上の情報収集や研

究成果の発信に必要な日本語能力、8ヶ月コースは4ヶ月コースと同様、

研究上の情報収集や研究成果の発信に必要な日本語能力に焦点を当て

るとともに、個々の研究活動へのサポートも行います。ブラジルからも

セアラ州立大学の岩上ラウラさんやサンパウロ大学のAlmir Almasさん

など、過去にたくさんの人が参加しました。日本研究者のための目的別

日本語研修を専門的に実施する、非常に質の高い研修です。

２．司書日本語研修（6ヶ月）

　図書館司書のための専門日本語研修です。海外の図書館で、日本関連

図書を扱う司書業務に必要な日本語研修を行います。研修期間中には日

本国内の図書館での実習も行われます。当日本文化センター図書館の中

田グレースさんもこの研修に参加しました。

関西国際センターではほかに、「外交官日本語研修」、「公務員日本語研

修」、「成績優秀者研修」、「大学生訪日研修」なども行っていますが、こ

れらは一般公募プログラムではありません。

研修以外のプログラムでは「日本語教材寄贈プログラム」があります。

日本語教育機関が必要と思われる日本語教材の寄贈を申請することが

できるプログラムです。

これらはすべて、それぞれの地域の管轄公館（日本大使館や総領事館）

あてに申請します。サンパウロ州､マットグロッソドスール州は､総領事

館ではなく、ここ国際交流基金のサンパウロ日本語センターが窓口にな

ります。これらのプログラム申請の締め切りは12月1日ですが、サン

パウロ管轄だけは少し早くて11月5日が締め切りとなります。ご注意

ください。

申請書の請求や各種お問い合わせは各管轄公館か、国際交流基金サン

パウロ日本語センター（11-288-4971担当MINA）までお寄せください。

また、各プログラムの詳しい情報は国際交流基金のホームページhttp://www.jpf.go.jp/j/about_j/program_j/japan.html
でごらんいただけます。申請書もここから直接ダウンロードすることも

できます。みなさんのご応募をお待ちしています。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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